
沿岸域の環境の保全再生及び創出
～直立護岸・堤防への環境配慮の実質化を！～

瀬戸内海環境保全小委員会ヒアリング
2019.9.25

徳島大学環境防災研究センター 上月康則

１．直立護岸・堤防の現状～大阪湾～
２．環境配慮に関する法律
３．配慮技術（7事例）
４．市民協働の取り組み
５．今後，期待すること
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１．直立護岸・堤防の現状～大阪湾～
☆矢板護岸と直立壁で囲まれた大阪湾 尼崎港・運河
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２．直立護岸・堤防に関連する法律

注目！
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•瀬戸内海環境保全特別措置法の改正（2015.10）



２．直立護岸・堤防に関連する法律
•国交省：省令（2018.4），生物共生型港湾構造物

省令に「環境の
保全を図る」こ
とが追加された
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「自然環境が有 する多様な機能（生物の生息・生育の場の提供、良好な
景観形成、気温上昇の抑制等） を積極的に活用して、地域の魅力・居住
環境の向上や防災・減災等の多様な効果を得 ようとするグリーンインフ
ラを積極的に取り組む必要がある」

グリーンインフラ （第 4 次社会資本整備重点計画，H27年）

環境ビジネスFront Runner（環境省）



３．直立護岸・堤防への配慮技術

• 直立護岸・防波堤の問題
滑面，単調，埋在できない
付着性二枚貝が優占，ムラサキイガイなど
生物多様性に乏しい
海底にはヘドロが堆積，貧酸素化

• 生態系工学で克服
「生態系は本来自己設計能力を有している
ので，人間はそれが発揮できるように糸口
を与えたり，促進者として援助するだけで
十分である」須藤隆一（1999年）
順応的，地域性，省エネ，持続可能
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単調な生物相（尼崎港）

•２種類で生物組成の80％
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 表層には酸素がある，餌も豊富
 構造を複雑に
 材料も工夫
 磯の環境が目標
 安価，簡単，経済活動を妨げない



事例① エコシステム式防波堤を創る
•エコシステム式防波堤，国交省，徳島県と共同研究（1998～2005年）
•溶存酸素の豊富な水深帯に生物生息場を創出

L.W.L.

H.W.L.

懸濁物
（有機物）

懸濁物食
動物の死骸・糞

貧酸素化(
→堆積物食動物
肉・腐肉食動物が

栄養塩の
溶出

・波浪が弱く，DOの
　供給が少ない
・再懸濁しにくく，
　海底に負荷が集中
　する

太陽光

海藻類が生育し
にくい光条件

海底に一
方的な
流れ 生物利用に

よる循環

改善
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事例① エコシステム式防波堤
•愛媛県三島川之江港
•床の高さの異なる３種類の浅場
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• 磯場の典型的な生物種が出現：マナマコ，カサゴ，メバル，マダコなど
• CVM 費用対効果は7.5 10



▶エコシステム式防波堤内
の生物による食物連鎖

▶一般の防波堤周辺の生物による食物連鎖
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事例② タイドプール型くぼみ

•タイドプールを模して，壁面に水
平くぼみを設けた

•広島県呉市，五洋建設(株)設置

くぼみの断面

護岸
表面

護岸
内部

ﾀｲﾄﾞﾌﾟｰﾙ
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事例③ エコ護岸
•尼崎港内の護岸に浅場を創出（2001年～）
• 床は，酸素のある水深帯に３種類設置，DL-0.5，1.0，1.5ｍ
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事例④ コンクリート護岸に藻場を創る
•溶存酸素のある水深帯には，ムラサキイガイが付着優占．
•海藻が定着できる場がない．
• ビニロン繊維をワカメの種糸と一緒にロープに沿わせて設置した．
•尼崎港，2008～2018年
•海中で「揺動する基質」にはﾑﾗｻｷｲｶﾞｲは付着せず，ワカメは定着．
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事例⑤ 静穏な運河の矢板護岸前に生息場創出
•運河：静穏であるため，簡易な材料でも生息場を創出できる．
•カゴの中に，ネット，木の枝などを詰めて吊るす．
•尼崎運河に設置，2016年～

設置
場所 ネット

木の枝 16



カゴの中で確認された主な魚

•底魚のカサゴ，チチブの稚魚，ウナギなどが多数確認された．
•隠れ場所，蝟集するヨコエビを食する餌場
•環境の悪化する環境では小規模でも機能する．

ウナギ

スズキ

カサゴ

メバル チチブ
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事例⑥ 壁面にロープを張るだけ！

•壁面のロープに鈴なりになって避難
•カサゴ，２０尾/ｍ．

海底が無酸素化
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事例⑦ コンクリートの生物親和性を高める
•アルギニン混和コンクリート（日建工学，味の素，徳島大学）
•海中に設置する実験を行った場合，３％混和したコンクリート上で
は，微細藻類量（Chl.a）は約６倍，ヨコエビ類が多数蝟集した．

なし １％ ２％ ３％
アルギニン混和量（ｾﾒﾝﾄ重量比） 19



４．市民協働の取り組み
•ミズベリング，住民は身近な自然体験の機会を欲している！
•生き物を楽しみながら育み・食す

参加型の尼崎港でのワカメ栽培実験 年１回尼崎運河で開催される「うんぱく」20



5．今後，期待すること

護岸堤防の⾧寿命化，修復・更新は環境配慮の大チャンス
•建設後50年以上経過する岸壁は，2018年に17％，2033年には58％に

海岸保全施設維持管理マニュアルより平成26年）

この時に環境配
慮をすれば防
災，経済とも両
立する効率のい
い事業となる！
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復興！

国土交通省東北地方整備局釜石港湾事務所

http://www5d.biglobe.ne.jp/~kabataf/index.htm 22

東日本大威震災
で被災した直立
護岸・防波堤へ
の環境配慮は，
数件程度💦

• 原形復旧の原則
• 創造的復興？？
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（H26年）



多自然河川，「小わざ」

•「港湾でも，こつこつと直立護岸に環境配慮を！」 24



護岸，堤防
の緑化も！
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直立型護岸・堤防への環境配慮を進めるために
①海岸，港湾の構造物に環境配慮目標を設定し，定期的に点検すること．
②構造物の津波対策や⾧寿命化による改変の際には環境配慮を実施すること．
③環境アセスメント実施に際しては構造物の環境配慮を明記すること．
④民間護岸への環境配慮と，そのインセンティブ施策を考えること．
a. 民有護岸のエコ化面積は緑化面積としてカウントするなど
b. 民有護岸のエコ化やNPOによるエコ化活動に対しては表彰制度を設け
ること．

⑤環境配慮の部分についてはモニタリングを実施すること．
⑥地域特性を配慮した適切な技術開発のために，小規模な実験を行うこと．
⑦防波堤，護岸の形式，生物相等の基礎データを整理すること．
⑧災害復興事業における環境配慮の徹底を目指すこと． 26

瀬戸内海11府県3市の知事市長会議からの委託研究報告書
2016.3



行政
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あとは行政の
「やる気スイッ
チ」をONにす
るだけ・・・




